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日本子ども社会学会 第 26 回大会 プログラム 

  
  
１．期日   

2019 年 6 月 29 日（土）・30 日（日）  
 
２．会場   

東京成徳大学 東京キャンパス（十条）  
 
３．日程 

【前 日 6 月 28 日（金）】 
17 時 00 分～ 19 時 00 分 理事会 （1 号館 2 階中会議室） 
【1 日目 6 月 29 日（土）】  
 9 時 00 分～ 受付（6 号館 1 階 GLOBAL LOUNGE） 
 9 時 30 分～ 12 時 00 分 研究発表Ⅰ（6 号館 2 階各講義室） 
12 時 00 分～ 12 時 50 分 総会（6 号館 2 階 6205）（学会賞授賞式を含む） 
12 時 50 分～ 13 時 40 分 昼食 
12 時 50 分～ 13 時 40 分 新理事会（6 号館 2 階 6206） 
13 時 40 分～ 15 時 40 分 テーマセッション（6 号館 2 階 6202・6203） 
16 時 00 分～ 17 時 40 分 研究発表Ⅱ（6 号館 2 階各講義室） 
18 時 00 分～ 20 時 00 分 懇親会（6 号館 1 階 GLOBAL LOUNGE） 
【2 日目 6 月 30 日（日）】 
9 時 00 分～ 受付（6 号館 1 階 GLOBAL LOUNGE） 
9 時 30 分～ 12 時 00 分 研究発表Ⅲ（6 号館 2 階各講義室） 

12 時 00 分～ 13 時 30 分 昼食 
12 時 00 分～ 13 時 30 分 新評議会・新各種委員会（6 号館 2 階各講義室） 
13 時 30 分～ 15 時 20 分 ラウンドテーブル（6 号館 2 階各講義室） 
15 時 40 分～ 17 時 40 分 公開シンポジウム（3 号館櫂の木ホール） 

 

４．大会参加費   

一般会員：4,000 円       学生会員：2,000 円    
臨時（当日）会員：4,000 円   臨時（当日学生）会員：2,000 円 
 

５．懇親会   

6 月 29 日（土）18：00～20：00   東京成徳大学 6 号館 1 階 GLOBAL LOUNGE 
会費  一般会員：4,000 円      学生会員：3,000 円    

臨時（当日）会員：4,000 円  臨時（当日学生）会員：3,000 円 
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６．発表時間   

個人発表：発表 20 分・質疑応答 5 分    共同発表：発表 40 分・質疑応答 10 分 
 
７．発表取り消し 

発表の取り消し、および発表日時の変更は原則として認めていません。 
発表の取り消しの場合は、早急にお知らせください。 

 
８．当日配布資料 

レジュメ等の発表資料を配布される場合は、50 部以上ご用意ください。 
大会校でのコピーはできません。 

 
９．発表に際しての注意 

発表の際、プロジェクターは各室に備え付けてあります。パソコンについては、大会校で

も用意はしておりますが、ご自身のものを用意していただくことも可能です（すべての教室

で、接続ケーブルは RGB・HDMI の両方に対応）。 
なお Mac や Surface を使用される場合、HDMI に接続する Mini Display Port 用コネク

ターを各自でお持ちください。 
 
１０．クローク 

6 月 29 日（土）は 20：00 まで、30 日（日）は 16：00 まで、6 号館 1 階 6103 教室に

用意します。なお、貴重品と傘はお預かりできませんので、各自でお持ちください。 
 

１１．会員控室 

6 号館 1 階 6104 教室に、お茶・お菓子などを用意しております。どうぞご利用ください。 
抜刷・資料交換コーナーもこちらに設けます。 
 

１２．書籍販売 

6 号館 1 階 GLOBAL LOUNGE にて書籍販売を行います。 
 
１３．昼食 

29 日（土）は、1 号館 1 階のカフェテリアが営業しております（11 時～14 時）。 
また最寄りの十条駅から大学までの間に、コンビニエンスストアが 2 軒、十条駅近辺に

は飲食店が多数ありますので、そちらをご利用ください。 
 

１４．大会本部 

6 号館 1 階 6102 教室に設けています。 
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１５．大会実行委員会連絡先 

日本子ども社会学会 第 26 回大会実行委員会 
〒114-0033 東京都北区十条台 1-7-13 東京成徳大学子ども学部内 
E-mail：kosha26@tsu.ac.jp 

 

※ 要旨集録の配布について 

日本子ども社会学会ホームページから 、PDF ファイルをダウンロードできるようにする

予定です。公開は 6 月 21 日（金）頃を予定しております。また大会当日も要旨集録を配布

いたします。 
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キャンパスマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※東京成徳大学 東京成徳短期大学 

大学案内および大学ＨＰ(http://www.tsu.ac.jp/)より 
 

6 号館 

6 月 29 日（土）・30 日（日） 

研究発表・ラウンドテーブル（6202~6205） 

総会（6205） 

新理事会（6206） 

新評議会・新各種委員会（2 階各講義室） 

会員控室（6104） 

クローク（6103） 

懇親会会場（GLOBAL LOUNGE） 

正門をお入りいただき、右にお進みください。 

壁に「東京成徳大学」と表示のある校舎の、 

さらに右側の建物です。 

3 号館 

6 月 30 日（日） 

15:40～ 

公開シンポジウム 

（櫂の木ホール） 

正門をお入りいただ

き、直進してくださ

い。 

1 号館 

6 月 28 日（金） 

17:00～ 

理事会 

（2 階中会議室） 

正門をお入りいただき、すぐ右

に見えます、玄関に銅像のある

建物です。 
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ラウンドテーブルⅢ 

2019 年 6 月 30 日（日）13 時 30 分～15 時 20 分 
6204 教室 

 
テーマ 

学力調査 10 年の影響から問い直す新学習指導要領の可能性 

－2030 年問題における公教育制度再構築の課題に挑む－ 

 
１）コーディネーター 

西本 裕輝（琉球大学） 
望月 重信（明治学院大学（名）） 
馬居 政幸（静岡大学（名）・馬居教育調査研究所） 

 
２）司会 

  西本 裕輝（琉球大学） 
 
３）提案者・討論者 

濱田 純（秋田大学）        藤田 由美子（福岡大学）   
角替 弘規（静岡県立大学）     遠藤 宏美（宮崎大学）        
島田 桂吾（静岡大学）       米津 英雄（富士宮市立貴船小学校） 
新村 弘道（静岡市立竜南小学校）  渡部 和則（秋田市立金足西小学校）    

 
内容 

 我々は第 24 回大会において、「新学習指導要領と子ども子育て支援制度の課題と可能性

―人口減少時代における公教育制度再構築の視座を求めて―」をテーマにラウンドテーブ

ルに参加し、「実施主体として自治体行政」「人口減少先進地域での小規模義務教育学校」「外

国にルーツをもつ子どもたちの学び」「公教育制度に埋め込まれたジェンダーバイアス」と

いう 4 種の観点から問題提起を試みた。 
第 26 回大会のランドテーブルにおいては、その成果を更に高めるために、新学習指導要

領実施時間が 2030 年（団塊の世代が 80 歳代）を社会制度改変の区切りとみなす 2030 年

問題に重なることに注目する。 
年少人口減、老年人口増、生産年齢人口減＋女性・高齢者・国籍を異にする人たちの労働

力化が同時進行する社会を生きる場とする人たちへの学びと教えを担う公教育制度のある

べき姿とその実現への課題とは何か。この問いに、小中高の教育現場を担う教職員との協働

により、学力調査 10 年の学校教育への影響を尺度において、新学習指導要領実践化の可能

性（適否・可否・功罪）を再評価することから応えたい。 
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●放送大学テキスト

放送大学教育振興会一般
財団
法人

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1－14－1

TEL 03-3502-2750
FAX 03-3592-2482

www.ua-book.or.jp

貝塚茂樹
戦後日本教育史

師岡章・佐久間路子・田中浩二
幼児教育の指導法

教育の行政・政治・経営
青木栄一・川上泰彦・村上祐介 浅沼茂・奈須正裕・北村和夫・成田幸夫

久野弘幸

カリキュラムと学習過程

稲垣恭子
教育文化の社会学

住田正樹・田中理絵
人間発達論特論

堺正之
道徳教育の方法

生涯学習の新たな動向と課題
立田慶裕

●ご希望の方に「図書目録」をお送りします。詳しくは

玉井康之・夏秋英房・岩永雅也・
宮田美恵子

地域コミュニティと教育

岩永雅也
教育社会学概論

坂田仰・岩橋健定・黒川雅子・山田知代
学校と法 [改訂版 ]

田中博之
カリキュラム編成論 [改訂版 ]

現代日本の教師
油布佐和子・岩立京子・佐久間亜紀
元兼正浩

田中理絵・天童睦子・東野充成・
遠藤野ゆり

現代の家庭教育

道徳教育の理念と実践
押谷由夫・永田繁雄・新井浅浩・諸富祥彦
西野真由美

岩田弘三・谷田川ルミ・岡田佳子・冨江英俊
熊田博喜

子ども・青年の文化と教育

古賀正義・山田哲也・田中理絵
金子真理子

現代社会の児童生徒指導
岡崎友典・永井聖二・冨江英俊・加藤理
教育学入門 -教育を科学するとは -

近藤博之・岩井八郎･木村涼子･中澤渉
大多和直樹

教育の社会学

日本子ども社会学会　Ｂ５広告　190408 MIYA

岡崎友典・梅沢実・井上清美・押元信幸
芦田川祐子

乳幼児の保育・教育



●学会誌 B5（257×182mm）　制作スペース（220×150mm）

 https：//www.hakuhofoundation.or.jp

博報賞
博報賞は、1970年「ことばの力を育むことで、子ども達の成長に寄与したい」

との願いから生まれました。

現在は、「ことば」「特別支援教育」「文化」に関連する5部門で構成されています。

児童教育現場の活性化と支援を目的とし、

草の根的な貢献と今後の活動への可能性がある団体・個人を顕彰しています。

子どもたちの輝く瞳と笑顔が物語る
教育の現在と未来を築く活動を求めます。

【賞の内容】

【スケジュール】

【部門紹介】

い       ま

国語・日本語教育 特別支援教育 日本文化・ふるさと共創教育

国際文化・多文化共生教育 教育活性化

●博報賞　正賞 賞状 副賞 １００万円（５部門で20件前後）

●功労賞　正賞 賞状 副賞 50万円
●奨励賞　正賞 賞状 副賞 30万円　

博報賞受賞者の中から、各部門１件までに授与されます。

★博報賞

★文部科学大臣賞

受付期間：4/1（月）～6/28（金）財団必着

●受賞者正式発表：9月末予定　●贈呈式：11/8（金）東京において

※応募は推薦資格を有する第三者による推薦応募のみの受付です。

公益財団法人 博報児童教育振興会「博報賞担当」宛　〒107-0052 東京都港区赤坂2-11-7 ＡＴＴ新館8階　
◎ＴＥＬ．03-5570-5008（平日9：30～17：30）　◎Mail：hakuhousyou@hakuhodo.co.jpお問合せ先

詳細については、博報賞HP、推薦要項をご確認ください。
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